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を示したなお, ｢DI=80%, ppI=0.6」 とは，相対密度約80%
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Fig.10繰返しせん断応力と有効応力低下量
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Fig.16rPIの有効応力経路の計算値と実験値の比較
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Fig.18流動蛍の実験と計算の比較
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8． まとめ
著者らが行った実験結果から，繰返しせん断応力履歴と有
効応力低下量や流動麓の関係を有効応力経路と関連付けなが
ら求めた．欲にこれらの結果を元に，流動のメカニズムを想
定し，流動量を計算するプログラムを作成した．作成したプ
ログラムで計算した流動量や過剰間隙水圧比を実験結果と比
較した．その結果，応力制御規則波載荷実験については実験
結果と概ね一致した結果が得られたが,応力制御ランダム波
載荷実験やひずみ制御規則波実験では流動盆に大き鞍差異が
